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株式会社フ ォ ーバルは、情報通信の技術を利活用するこ と で中小企業の経営改善を行う コ ンサルティ

ング会社。現在の中小企業の経営のあり 方を次世代型に変革するための取組みのひと つに「DX」を掲

げ、「地方創生」と 連動し ながら 全国の自治体と の連携を強化し ています。今回の「Dig i-PoC TOYAMA

（デジポッ ク と やま）実証実験プロジェ ク ト 」で、どのよう な社会課題の解決に取組んだのか、執行役員

であり 行政開発室の室長である広幡氏にお話をう かがいまし た。

日本経済を支える中小企業の経営を変革するためのDX

広幡氏：現在の日本経済を支えているのは全国の中小企業です。それはつまり 、中小企業で働いて

いる人が多く 存在すると いう こ と 。だから こ そ、日本のさ まざまな課題を解決するためには全国の中

小企業に活力を取り 戻し ても ら う 必要があると 考えています。地方の経済を司っている中小企業が元

気になれば、地域全体にイ ノ ベーショ ンが起き、新し い技術や文化が生まれ、若者が流入し 、地域全体に

活力が戻るでし ょ う 。働く 環境、暮ら す環境を整えるこ と で、ウェ ルビーイ ングな社会を構築する、そ

れが私たちの目指す社会です。



そのための方法論のひと つと し て掲げているのが、「DX経営」です。

まず、デジタ ルツールを使用し て、会社の業績や現在の経営状況を可視化（STEP1）し ます。可視化さ れ

たデータ を分析し （STEP2）、各企業の強みや弱みを洗い出すこ と で課題を抽出。その課題解決のための

デジタ ル技術を導入（STEP3）し ます。さ ら に効果検証を行い、改善（STEP4）を行う と いっ た一連の流れ

を伴走支援で行う 、それが今回の実証実験プロジェ ク ト です。

※実証実験によるセミ ナー





開催さ れたセミ ナーの様子

ビッ グデータ を用いた経営情報プラ ッ ト フ ォ ーム「富山県広場」

広幡氏：現在は滑川市の製造業5社を対象に伴走支援を行っており 、すべての会社がSTEP3の「デジ

タ ル技術の導入」を検討し ている段階に入っています。ただ、経営改善には多く の時間が必要です。こ



の実証実験の期間内にどれだけの結果を出せるかは分かり ませんが、継続的にDXに取組んでいただく

こ と で富山県内の別事業者がDX経営に興味を示し てく れるこ と も 視野に入れています。

DX経営の推進に何より も 必要なのは可視化です。私たちは今までに約4万5千社の企業様と 取引を行っ

てきまし た。その経験をビッ グデータ と し て格納し た「きづなPARK」と いう プラ ッ ト フ ォ ームを開発。

こ の中に「富山県広場」を開設し 、富山県内の企業に活用し ていただく 取組みも 進めています。

広幡氏：「富山県広場（きづなPARK）」では、事業者の方に29の設問に答えていただく こ と で、「DXの

推進体制」「デジタ ル技術の活用状況」「人材育成状況」「ビジネスモデル自体の環境」と いっ た観点から

経営状況を診断し スコ ア化し ます。こ のスコ アは、全国約550万の事業者と 比較し た点数と なってい

て、現在の経営状況、強み・弱みなどを可視化。こ の技術を活用するこ と で経営状況の可視化ができ、経

営改善につながると いう わけです。



富山県広場（きづなPARK）診断画面



課題は経営者マイ ンド の醸成と 維持、そし てDX経営の普及

広幡氏：「ウェ ルビーイ ングな世界」に向かう ためには、DX経営を目指す事業者様の社内環境、経営

者や従業員の意識の醸成・維持が重要なポイ ント になり ます。DXと いう のは、単にデジタ ル化すればい

いと いう こ と ではあり ません。DXには、新たなイ ノ ベーショ ンを創造し 継続し た経営活動が求めら れ

ます。し かし 、そこ に所属する方々の意識の持ち方や維持の仕方を体制的に支援し たり 、運用面で仕組

みを構築するために多く の賛同を得るこ と は現在の課題と 言えるでし ょ う 。そのための施策と し て、実

証実験プロジェ ク ト 参加企業以外の富山県事業者に対し て、DX経営の必要性、実現し た際に得ら れる

未来像を理解・認識し ていただく 事業と し て「セミ ナー形式」での啓蒙活動も 実施し ています。し かし 、

なかなか思っ たよう な成果が出ていない状況であり 、経営者マイ ンド の構築・維持と 地域内事業者の意

識変革と いっ た部分で課題感を抱えています。



も う 1点、富山県に限ら ず、全国の中小企業経営者のほと んどは、経営状態や経営リ ソ ースが可視化さ れ

ていないと いう 課題があり ます。裏を返せば、経営状態や経営リ ソ ースを可視化できるよう になれば、

進むべき道が見えてく る可能性があると いう こ と です。今回の実証実験プロジェ ク ト を通じ て、富山県

内の事業者が経営状態を可視化し 、自ら の力で立ち上がっていける環境整備ができれば、生産性向上か

ら 企業付加価値が身に付き、さ ら なるイ ノ ベーショ ンが創造さ れるのではないかと 考えます。

「DX経営」の成功の先にある日本が抱える課題の解決

広幡氏：地域企業が成長するこ と で、地域内経済が活性化し 、雇用が生まれます。こ れは地方の人口

減少対策の一助になり 得るも の。地域内の事業者が成長を続ければ、安定財源と し ての税収が増え、結

果と し て質の高い住民サービスへと つながっていきます。

「く ら し たい国、富山」につながる。こ れこ そが、「ウェ ルビーイ ングな世界」ではないでし ょ う か。



私たちが考える「ウェ ルビーイ ングな世界」は、「だれ一人、取り 残さ ない、取り 残さ れない」と いう 理念

を基にし たも の。今回の実証実験プロジェ ク ト のテーマは、「富山県内企業へのDX推進」ですが、こ れは

企業単位での支援だけでなく 、従業員、家族、取引先への幸せの分配原資を生み出す事業だと 考えてい

ます。そし て、その効果を地域に広げていく こ と が本プロジェ ク ト の目標です。

「だれ一人取り 残さ ない世界」の実現に向けて

広幡氏：強調し たいのは、地方企業へのデジタ ル化を支援するこ と ではなく 、持続的な価値の創出

と 分配を目指し ていると いう こ と 。企業の成長がステーク ホルダーへの幸せの分配だけでなく 、新たな

イ ノ ベーショ ンを生み出すこ と につながれば、そこ で活躍し たい若者も 増えてく るはずです。そし て、

その若いエネルギーを原点に、更なるイ ノ ベーショ ンを生み出す循環が維持さ れれば、だれ一人取り 残

さ ない世界を実現できると 考えています。


